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第 2号 (2005年 10月)
車を止めては､｢ちょっとまっちょってや｣と中へ入って
は首を傾げて出てくるということが続いた｡何をしている
のか訪ねたら､｢晩に食べる鮎を譲ってくれる所を探しゆ
うがよ｣との返答oそして､とある一軒家の前に車を止め､
ガレージにある冷蔵庫を開け､そこから冷凍の鮎を数匹ほ
ど持ってきたのである｡｢今のが村長の家ながやけど､後
で言っておけば大丈夫やろ｣との咳き｡返事に因ったまま､
｢柚子の森｣に案内されたOここは､かつての営林署の跡
地であり､直販所や､柚子の搾油工場､添加物を利用しな
いパン屋さん等を備え､現在も造成が進行中であった｡
昼食を終えてから､馬路村農協､そしてエコアス馬路村
の見学が始まった｡馬路村農協に関しては､ここでは割愛
することにするが､私たちが訪れた時にも､他県の農協関
係者等が見学に訪れていた｡次に訪れた第三セクター｢エ
コアス馬路村｣では､馬路産木材を利用した面白い商品を
目にすることになった｡その商品は､｢MONACCA｣シリ
-ズで売り出している2)､木製スーツケースである｡面白
いのは､スライスした合板をプレスし､曲線を作り出して
いることである｡そして､そうした木を縫製する必要があ
るのだが､どちらも特殊な技術が必要なため､大量生産は
出来ず､注文しても数ヶ月持ちとの事であった｡そして､
このスーツケースを村長は出張の度に全国各地へ持ち歩
き､注目を浴びているということであった｡
そうした話を聞きつつ､工場を見学し終えた時には､午
前中には背広姿だった木下さんの格好が一変していたOそ
う､鮎釣りのために､ジャージにTシャツ､そして赤いC
APにウェストポ-チという格好になっていたのである.
見学修了後､約一時間という短い時間ではあったが､村長
命令を忠実に実行し､初めての鮎釣りを楽しむことが出来
た｡
夜は､一日お世話になった木下さんをはじめ､役場や農
協の方数人と時間を共にした｡そこでは､東京などの物産
展に参加したときの苦楽を交えた話や､将来に向けての馬
路村のピジョンをどのように考えているのかという熱い
お話を開くことが出来た｡農山村地域､中産間地域の過疎
化は､依然として深刻な状況にあるが､そのような逆境の
中で､自分達の住んでいる場所に誇りを持っている方達と
接することが出来たことは､非常に貴重な経験であった｡
そして､この馬路村のような元気のある地域が､これから
も全国的に出てくることを願ってやまない｡
(注)
i)なお､馬路村農協に関しての紹介は､大歳昌彦 『｢ご
っくん馬路村｣の村おこし』日本経済新聞社､1998
年が詳しいため､ここでは省略する｡
2)詳しくは､｢エコアス馬路村｣のweもサイト
(http:/www.ecoaslユ.CO.jp/monacca)参照｡
(京都大学大学院経済学研究科)
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